参考資料２


飲料水等の水質及び施設・設備（日常点検）
＜検査項目及び基準＞

（５）飲料水の水質
　　　　（ア）給水栓水については、遊離残留塩素が 0.1mg/ℓ以上保持されていること。ただし、水源が

病原生物によって著しく汚染されているおそれのある場合には、遊離残留塩素が 0.2mg/ℓ
以上保持されていること。
　　　　（イ）給水栓水については、外観、臭気、味等に異常がないこと。
　　　　（ウ）冷水器等飲料水を貯留する給水器具から供給されている水についても、給水栓水と同様に

管理されていること。
（６）雑用水の水質

（ア）給水栓水については、遊離残留塩素が 0.1mg/ℓ以上保持されていること。ただし、水源が

病原生物によって著しく汚染されているおそれのある場合には、遊離残留塩素が 0.2mg/ℓ
以上保持されていること。
　　　 （イ）給水栓水については、外観、臭気に異常がないこと。
（７）飲料水等の施設・設備
（ア）水飲み、洗口、手洗い場及び足洗い場並びにその周辺は、排水の状況がよく、清潔であり

その設備は破損や故障がないこと。
     （イ）配管、給水栓、給水ポンプ、貯水槽及び浄化設備等の給水施設・設備並びにその周辺は、

清潔であること。
※検査方法・事後措置については、平成30年5月文部科学省発行『 [改訂版] 学校環境衛生管理
マニュアル「学校環境衛生基準」の理論と実践 』の１５０～１５３ページを参照してください。

※日常点検表は、３年間保存となっております。
